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と
醍
醐
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
晩
秋
の
醍
醐

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
伏
見
桃
山
城
運
動

公
園
で
第
10
回
伏
見
区
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
59
チ
ー
ム
236

名
の
方
が
一
打
一
打
真
剣
な
プ
レ

イ
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
結
果
】

優　

勝　

向
島
Ａ

準
優
勝　

淀
Ａ

第
3
位　

桃
山
南
Ａ

　

11
月
3
日
、
西
京
極
総
合
運
動

公
園
他
で
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
一
般
の

部
で
桃
山
東
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
で

福
西
チ
ー
ム
（
西
京
区
）
と
対
戦

し
、
両
チ
ー
ム
譲
ら
ず
1
対
1
の

引
き
分
け
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、

規
定
に
よ
り
抽
選
で
優
勝
の
栄
冠

を
勝
ち
取
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
で
は
、
久
我
チ
ー
ム
が

一
打
入
魂
の
プ
レ
ー
で
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
深
草
Ａ
・
Ｂ
、

羽
束
師
Ａ
チ
ー
ム
が
、
ペ
タ
ン
ク

で
は
稲
荷
チ
ー
ム
が
優
秀
チ
ー
ム

　

11
月
10
日
、
醍
醐
地
域
の
史
跡

を
め
ぐ
る
「
醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん

ウ
ォ
ー
ク
（
主
催
：
同
企
画
委
員

　

10
月
18
日
に
醍
醐
中
学
校
に
お

い
て
、「
盲
導
犬
育
成
資
金
300
万

円
達
成
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
盲
導
犬
育

成
の
た
め
空
き
缶
等
の
廃
品
回
収

に
18
年
間
取
り
組
み
、
代
々
引
き

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
各
種
目
で
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
伏
見
区
は
、
総
合

成
績
で
9
位
と
な
り
ま
し
た
。

会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

醍
醐
和
光
に
集
合
し
た
100
名
を

超
え
る
参
加
者
は
、
先
導
す
る
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、

『
平
家
物
語
』
ゆ
か
り
の
平
重
衡

の
墓
や
、
日
野
に
あ
る
栢
ノ
杜
遺

跡
、
法
界
寺
、
恵
福
寺
な
ど
を
散

策
し
ま
し
た
。

　

散
策
後
の
講

座
で
は
、
執
筆

800
年
を
迎
え
る

『
方
丈
記
』
や

『
平
家
物
語
』

継
い
で
き
た
収
益
金
の
寄
付
金
総

額
が
目
標
の
300
万
円
（
1
頭
分
の

育
成
費
）
に
達
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
い
ま
す
。
全
校
生
徒
が
参
加

し
た
式
典
で
は
、
開
始
当
時
の
生

徒
会
生
徒
や
盲
導
犬
協
会
の
方
を

交
え
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
談
話
な

ど
が
行
わ
れ
、
盲
導
犬
育
成
2
頭

目
に
向
け
て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
に

は
、
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
最

新
の
図
書
や
資
料
が
揃
う
図
書

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
自
由
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
併
設
の

ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
で
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
映
画
や
映
像

を
揃
え
て
い
ま
す
。
自
由
研
究
や

環
境
学
習
、
専
門
分
野
の
研
究
に

ご
利
用
下
さ
い
。
開
館
時
間
：
9

時
〜
21
時
（
1
・
2
Ｆ
展
示
は
17

時
ま
で
）
※
図
書
の
貸
し
出
し
も

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
641
・
０

９
１
１
、
FAX 

641
・
０
９
１
２
、HP 

http://www.miyako-eco.jp/

）

12
月
28
日（
金
）は
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
3
期
分
の
納
期
限
で
す

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
算
出
さ
れ
た
延
滞
金
額
が
千
円
未
満
の

場
合
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
政
協
力
委
員
連
絡
協
議
会

学
区
会
長
と
門
川
市
長
と
の
市
政
懇
談
会
を
開
催

春
日
野
学
区
で

高
齢
者
の
た
め
の

料
理
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

環
境
図
書
コ
ー
ナ
ー
の

ご
案
内
♪

伏
見
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会

第
24
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん
ウ
ォ
ー

ク
を
開
催
！

醍
醐
中
学
校
で
盲
導
犬
育
成

資
金
達
成
記
念
式
典
を
開
催

「
伏ふ

し

見
を
さ
か
な
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
」

　

11
月
15
日
、
伏
見
区
市
政
協
力

委
員
連
絡
協
議
会
学
区
会
長
と
門

川
京
都
市
長
と
の
市
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
前
段
の
学
区
会
長
と
水
口

伏
見
区
長
、
安
井
深
草
担
当
区

長
、
浅
野
醍
醐
担
当
区
長
と
の
懇

談
会
で
は
、
伏
見
区
の
5
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
者
か
ら
路
肩
等
の

カ
ラ
ー
舗
装
化
や
歩
道
の
バ
リ
ア

　

皆
さ
ん
は
地
域
子
育
て
支
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

子
育
て
の
相
談
や
、
講
座
、
園

庭
開
放
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報

提
供
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
身
近

な
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
と
し
て
、
気
軽
に
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
様
々
な
取
組
を
行
っ

　

11
月
6
日
、
春
日
野
小
学
校
調

理
室
に
お
い
て
「
高
齢
者
の
お
料

理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
に
第
5
回
「
伏
見
を

さ
か
な
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
（
通

称
：
ふ
し
ざ
く
）
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
伏
見
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
体
験
談
を
聞
い

た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
（
※
区

役
所
Ｈ
Ｐ
〈
1
面
上
部
掲
載
〉
参

照
）
実
現
に
向
け
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
も
あ

り
、
話
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
第
7
回
は
12
月
22
日
（
土
）
開

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
平
成
24

年
12
月
31
日
（
月
）
現
在
の
我
が
国

の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
、
そ
の
結
果

は
国
や
地
方
自
治
体
の
産
業
振
興

計
画
な
ど
の
基
礎
資
料
と
す
る
ほ

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
は
南
米
原

産
の
ア
リ
で
す
が
、
国
内
で
も
生

息
域
が
拡
大
し
て
お
り
、
伏
見
区

内
で
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
又
は
障
害
の
あ
る
方

に
緊
急
の
事
態
が
発
生
し
た
と

き
、
利
用
者
が
通
報
装
置
の
緊

急
ボ
タ
ン
を
押
す
と
消
防
局
指

令
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
、
救

急
車
等
が
駆
け
つ
け
る
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
利
用
設
置
で
き
る
回
線

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ア
ナ
ロ
グ
回
線
の

み
で
し
た
が
、
よ
り
多
く
の
方

に
本
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
Ｉ
Ｐ
電
話
回
線

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
活

用
し
た
電
話
サ
ー
ビ
ス
。「
050
」

で
始
ま
る
電
話
番
号
の
回
線
を

除
く
）
に
も
拡
充
し
ま
し
た
。

申
込
み
・
問
合
せ
支
援
課
（
◯伏
☎

611
・
２
３
９
２
◯醍
☎
571
・
６
３

７
２
）、
支
援
保
護
課
（
◯深
☎

642
・
３
５
７
４
）

フ
リ
ー
化
、
交
番
や
待
機
所
の
整

備
、
道
路
の
建
設
・
整
備
等
の
地

域
要
望
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
市
担
当
部
局
及

び
京
都
府
警
察
か
ら
現
状
の
課
題

及
び
今
後
の
見
通
し
を
回
答
し
、

継
続
課
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
局

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

続
く
市
政
懇
談
会
で
は
、
門
川

市
長
が
学
区
会
長
に
、
地
域
と
市

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
日
頃
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ

の
感
謝
の
意
を
述
べ
、
本
市
の
厳

し
い
財
政
状
況
の
下
で
も
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
伏

見
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
伏
見
区
内
の
保
育
園

（
所
）
・
児
童
館
の
う
ち
、
現
在
37

箇
所
が
子
育
て
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
相
談
の
実
施
★

　

「
言
葉
や
行
動
な
ど
の
発
達
が

遅
い
か
も
と
気
に
な
る
」、「
ほ
か

の
お
友
達
と
仲
良
く
遊
べ
な
い
」、

「
育
児
に
不
安
や
疲
れ
を
感
じ
る
」

な
ど
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
悩

み
に
つ
い
て
、
保
育
園（
所
）、
児

童
館
の
職
員
が
相
談
に
の
っ
て
い

ま
す
。

★
子
育
て
講
座
・
園
庭
開
放
★

　

保
育
園（
所
）・
幼
稚
園
に
就
園

し
て
い
な
い
子
ど
も
や
親
同
士
の

交
流
の
場
な
ど
と
し
て
、
子
育
て

講
演
会
の
開
催
や
園
庭
開
放
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
子
育
て
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
直

接
、
各
指
定
施
設
又
は
子
ど
も
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

（
◯伏
☎
611
・
２
３
７
７
◯深
☎
642
・

３
５
７
９
◯醍
☎
571
・
６
３
９
９
）

　

春
日
野
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

と
醍
醐
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
、
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
方
々
の
栄
養
指
導
を

行
う
中
で
、
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
年
に
2
回
開
催
し
て

お
り
、
26
名
の
参
加
者
が
昼
食
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
一
人
で
の
食
事
風
景
と

は
違
い
、
に
ぎ
や
か
に
語
ら
い
な

　11月15日号掲載の伏見区総合防
災訓練は、12月16日（日）が衆議
院議員総選挙の投開票日に当たる
ため、実施いたしません。問合せ地
域力推進室地域防災担当（○伏☎611-
1295○深☎642-3125）

が
ら
の
調
理
の
出
来
栄
え
は
上
々

で
、
大
変
お
い
し
く
召
し
上
が

り
、
部
屋
に
は
、
笑
顔
が
満
ち
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
員
が
次
回
の
平
成
25
年
5
月

に
も
是
非
参
加
し
た
い
と
話
さ

れ
、
参
加
者
は
ま
す
ま
す
増
え
て

い
き
そ
う
で
す
。

問
合
せ
伏
見
区
社
会
福
祉
協
議
会

醍
醐
分
室（
☎
575
・
２
０
７
０
）

催
の
予
定
で
す
。

問
合
せ
区
役
所
地
域
力
推
進
室
企

画
担
当
（
☎
611
・
１
２
９
５
）

か
、
一
般
の
企
業
や
研
究
機
関
で

も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
来
年
1
月
に
か

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
票
へ
の
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
区
役
所
地
域
力
推
進
室
統

計
担
当
（
☎
611
・
１
２
９
５
）、
総

合
企
画
局
情
報
化
推
進
室
情
報
統

計
担
当
（
☎
222
・
３
２
１
６
）

　

人
工
的
な
物
の
す
き
ま
を
好

み
、
し
ば
し
ば
屋
内
に
侵
入
し

て
、
台
所
の
食
べ
物
に
群
が
っ
た

り
す
る
な
ど
の
被
害
の
相
談
が
あ

り
ま
す
。

　

駆
除
方
法
に
は
、
①
ア
リ
の
行

列
や
群
が
っ
て
い
る
ア
リ
を
退
治

す
る
（
エ
ア
ゾ
ー
ル
殺
虫
剤
、
液

剤
、
粉
剤
）
②
巣
ご
と
退
治
す
る

（
ベ
イ
ト
剤
）
の
二
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ

の
生
息
が
み
ら
れ
る
区
域
に
お
い

て
は
、
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

国
や
府
の
関
係
機
関
と
も
連
携

し
、
巣
ご
と
防
除
の
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
区
Ｈ
Ｐ

（
1
面
上
部
掲
載
、
「
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
ア
リ
」
で
検
索
）。

問
合
せ
区
役
所
衛
生
課
（
☎
611
・

１
１
６
４
）

 

絵
画
・
写
真
作
品
展 

―
絵
画
の
部
―

﹇
伏
見
賞
部
門
﹈

最
優
秀
賞　

則
藤　

勉

優
秀
賞　
　

酒
井　

幸
子

﹇
一
般
賞
部
門
﹈

最
優
秀
賞　

米
家　

直
人

優
秀
賞　
　

原
田　

シ
ヅ
子

―
写
真
の
部
―

﹇
伏
見
賞
部
門
﹈
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～伏見区民文化祭～
各部門における受賞者発表

　10月27、28日に伏見区民文化祭が御香宮で開催
されました。絵画・写真作品展、俳句会、短歌会
の結果は次のとおりです。（敬称略）

 

俳
句
会 

互
選

一
席　

野
仏
や
寄
り
添
う
よ
う
に
曼
殊

沙
華 

井
口　

忠
義

二
席　

大
山
の
海
へ
裾
曳
く
星
月
夜

 

吉
野　

昭
三

講
師
特
選 

一
席　

子
の
肩
に
花
傘
重
し
秋
祭

 

吉
田　

恭
子

二
席　

醒
ヶ
井
の
街
道
傍
の
花
ざ
く
ろ

 

宇
野　

督
子

 

短
歌
会 

互
選
一
席

意
地
悪
な
目
を
し
て
わ
た
し
を
睨
み
い
る 

あ
な
た
の
瞳
の
中
の
わ
た
く
し

 

三
上　

ま
さ
る

互
選
二
席　

豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
の
音
色
尾
ひ
き
て 

日
暮
れ
の
べ
ん
が
ら
格
子
に
お
よ
ぶ

 

伴　

靖
子

講
師
特
選
一
席

一
生
の
す
べ
て
を
い
ま
は
に
見
る
と
い
ふ 

君
見
け
む
か
も
わ
れ
の
俤

 

匹
田　

従
子

講
師
特
選
二
席

も
う
少
し
そ
ば
に
寄
れ
よ
と
言
う
俺
へ 

暑
苦
し
い
か
ら
厭
と
い
う
ひ
と

 

藤
野　

雅
彦

一緒に行動しませんか

女王アリと働きアリ

《優勝》向島Ａチーム
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● 伏見区役所・深草支所・醍醐支所（保健センター・福祉事務所）・神川・淀出
張所・証明書発行コーナー（竹田駅・向島）・第二児童福祉センター＝12月29
日～1月3日休み（戸籍の届出については区役所・支所の宿直にて受付可能）

生　活
●中央斎場＝1月1日～2日休み
●深草墓園＝1月1日～3日休み（参拝は可）
●伏見土木事務所＝12月29日～1月3日休み
●南部みどり管理事務所＝12月29日～1月3日休み
●撤去自転車保管所＝12月29日～1月3日休み
●駐車場・自転車等駐車場＝無休

市バス・地下鉄
● 市バス＝12月29日～1月4日「休日ダイヤ」で運行。12月31日終夜運行。
●地下鉄＝12月29日～1月3日「土曜・休日ダイヤ」で運行。12月31日終夜運行。
●定期券の発売＝12月31日～1月3日休み
※忘れ物の問合せ＝市バスは北大路案内所（☎493-0410）、地下鉄は烏丸御池駅案内
所（☎213-1650）へ（無休）。ただし、当日分は市バス各営業所・地下鉄各駅へ。
※行き先・運行等の問合せは市バス・地下鉄各案内所（交通局＜太秦天神川☎863-
5200＞等）へ（無休）。

文化・施設
●醍醐交流会館●地域体育館（伏見東部・伏見北堀公園・醍醐・伏見北部）●横大路
運動公園（体育館を除き12月28日、1月4日臨時営業）●呉竹文化センター●東部文
化会館＝12月28日～1月4日休み
●伏見中央図書館●醍醐中央図書館●向島図書館●醍醐図書館●久我のもり図書館
＝12月29日～１月4日休み　※12月28日は17時まで
●コミュニティプラザ深草図書館＝12月28日～1月4日休み
●久我の杜生涯学習プラザ＝12月27日～1月5日休み
●伏見青少年活動センター＝12月29日～1月3日休み

●京エコロジーセンター＝12月26日～1月4日休み
●青少年科学センター＝12月28日～1月3日休み
●いきいき市民活動センター＝12月29日～1月4日休み
●東温水プール＝12月28日～1月7日休み

消　防
　防火・防災・救急に関する相談等は、伏見消防署（☎641-5355）、醍醐消防分署（☎
571-0474）及び消防の相談電話（☎231-5000）で平常どおり受付。

病　院
● 急病診療所（12月29日～1月4日）＊保険証などをお忘れなく
　 小児科・内科・眼科・耳鼻いんこう科　中京区西ノ京栂尾町（府医師会館1階）☎
354-6021＝10時～17時、18～22時（小児科は24時まで）

　 歯科 中京区西ノ京栂尾町（府歯科医師会口腔保健センター１階）☎812-8493、伏
見区今町（府歯科医師会伏見会館1階）☎622-3418＝各9時～16時（受付時間）

●市立病院＝12月29日～1月3日休み（救急外来を除く）

ごみ・し尿
　詳細は12月中旬に配布する「お知らせビラ」又はHP(http://www.city.kyoto.
lg.jp/kankyo/page/0000016745.html)でご確認ください。
燃やすごみ＝12月31日～1月3日休み※12月29日は月・木曜地域、30日は火・金曜
地域、1月5日は月・木曜地域を収集
缶・びん・ペットボトル＝12月29日～1月4日休み
プラスチック製容器包装＝12月31日～1月3日休み※12月29日は月・火・水曜地域、
30日は木・金曜地域を収集
小型金属類＝12月29日～1月3日休み※第1水曜地域は1月9日に収集
大型ごみ＝12月29日～1月3日休み（年内収集の受付締切は12月23日、☎0120-
100-530、  0570-000-247）
持込ごみ（有料）＝12月31日～1月3日休み
犬・猫等の死体＝12月31日～1月3日休み（☎0120-100-921、  0570-000-614）
臨時し尿収集＝12月31日～1月3日休み（ただし年内収集の受付締切は12月28日）

上下水道
　伏見営業所（醍醐支所管内を除く）☎641-8301・FAX643-6296、山科営業所（醍醐
支所管内）☎592-3058・FAX501-1746は、12月29日～1月3日休み。なお修繕申込、
道路上の水漏れ等は電話又はFAXで受付。

もちもちぃん

　年末年始の市の施設（主に伏見区関連）は、お休みをいただきます。
届出・各種証明・申請などはどうぞお早めに。

年末・年始の市の仕事  

【休館日変更のお知らせ】
施設点検のため平成25年1月14日（月・祝）を臨時の休館日とし、代わりに1月16日
（水）を開館（10時～18時）します。 問合せ 同センター（☎611-4910）


